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戦国期東国の用水普請と郷中談合─ 27 ─

は
じ
め
に

　

こ
れ
ま
で
、
中
世
の
用
水
に
つ
い
て
は
宝
月
圭
吾
氏
以
来
開
発
主
体
、

用
水
の
構
造
、
運
営
に
関
す
る
豊
富
な
研
究
蓄
積
が
あ
る（

（
（

。
特
に
戦
国
時

代
に
つ
い
て
宝
月
氏
は
領
主
の
灌
漑
統
制
は
間
接
的
で
あ
り
、
実
質
的
に

は
管
理
権
は
農
村
の
自
治
組
織
が
担
っ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
て
黒
田
日
出
男
氏
は
毛
利
氏
が
小
領
主
間
の
用
水
修
理
の
調
停
者
と

し
て
期
待
さ
れ
、
大
名
と
な
っ
て
か
ら
は
井
手
溝
の
支
配
権
を
掌
握
し
た

と
し
た（

（
（

。
杉
山
博
氏
も
大
名
の
富
国
強
兵
策
に
よ
り
治
水
・
灌
漑
の
大
規

模
工
事
が
行
わ
れ
た
と
し
た（

（
（

。
し
か
し
、
近
年
で
は
笹
本
正
治
・
西
川
広

平
氏
に
よ
り
戦
国
大
名
領
で
は
郷
村
の
用
水
管
理
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
依
拠

し
た
普
請
動
員
が
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
見
解
が
出
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
は
た

し
て
、
戦
国
大
名
は
用
水
普
請
を
そ
の
都
度
命
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
れ
に
し
て
は
用
水
普
請
を
命
ず
る
印
判
状
が
少
な
い
の
は
な
ぜ
で

あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
そ
も
そ
も
郷
村
の
用
水
管
理
の
実
体
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
し
て
戦
国
大
名
に
よ
る
用
水
普
請
へ
の
関

与
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
ま

ず
、
は
じ
め
に
フ
ィ
ー
ル
ド
を
広
い
意
味
の
東
国
（
甲
斐
・
陸
奥
を
含

む
）
と
し
、
戦
国
時
代
の
嚆
矢
と
い
わ
れ
る
享
徳
の
乱
の
時
期
の
用
水
管

戦
国
期
東
国
の
用
水
普
請
と
郷
中
談
合

─
武
蔵
・
甲
斐
・
下
総
・
陸
奥
の
事
例
に
関
し
て
─

高
橋
裕
文
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理
に
つ
い
て
概
観
し
、
天
文
～
天
正
年
間
の
戦
国
大
名
の
関
わ
る
用
水
普

請
に
つ
い
て
検
討
し
、
最
後
に
戦
国
家
法
で
は
用
水
は
ど
の
よ
う
に
取
り

扱
わ
れ
た
の
か
を
見
て
ゆ
き
た
い
。

一
、�

郷
村
に
よ
る
用
水
管
理
─
享
徳
二
年（
一
四
五
三
）の
武
蔵

国
比
企
郡
戸
守
郷
と
長
楽
用
水
─

　

鑁
阿
寺
領
比
企
郡
戸
守
郷
で
は
都と

幾き

川
の
堰
場
か
ら
取
水
し
、
長な
が

楽ら
く

用

水
と
し
て
尾お

美み

野の

・
八や
つ

林ば
や
し

郷
に
分
水
し
て
い
た
。
下
流
の
郷
村
の
分
水

権
は
用
水
普
請
の
作
業
に
参
加
し
、
井
料
を
負
担
す
る
こ
と
に
よ
り
認
め

ら
れ
て
い
た（

（
（

。
こ
れ
ら
の
郷
村
と
の
間
に
は
郷
中
で
申
談
す
る
場
が
設
け

ら
れ
て
い
た
が（

（
（

、
こ
れ
は
必
ず
し
も
対
等
な
も
の
で
は
な
く
堰
を
管
理
し

て
い
た
戸
守
郷
が
優
越
権
を
持
っ
て
い
た
。
下
流
の
尾
美
野
・
八
林
郷
が

分
水
の
樋
口
を
広
げ
る
よ
う
度
々
申
し
入
れ
て
い
た
が
、
そ
の
都
度
戸
守

郷
は
樋
口
の
両
脇
の
杭
を
抜
き
間
口
を
広
げ
て
き
た
。
し
か
し
、
享
徳
二

年
、
尾
美
野
・
八
林
郷
は
水
が
流
れ
て
来
な
い
と
抗
議
し
樋
口
の
天
井
板

を
な
く
す
よ
う
に
代
官
を
口
入
に
立
て
て
申
し
入
れ
、
さ
ら
に
は
府
中
に

訴
え
る
な
ど
強
硬
な
姿
勢
を
示
し
た（

（
（

。
尾
美
野
郷
は
国
衙
領
で
あ
っ
た
た

め
府
中
へ
訴
え
た
の
で
あ
る
が
、
戸
守
郷
は
不
入
権
を
持
っ
て
お
り
、
日

常
的
に
は
守
護
か
ら
の
用
水
に
対
す
る
介
入
は
な
か
っ
た
。
一
方
、
享
徳

の
乱
に
と
も
な
う
戦
乱
に
対
し
て
戸
守
郷
は
一
揆
と
称
し
堰
か
ら
の
取
水

を
留
め
用
水
の
流
れ
を
停
止
し
た
が
、
こ
れ
は
下
流
の
尾
美
野
・
八
林
郷

も
含
め
た
一
揆
で
あ
り
耕
作
放
棄
の
構
え
を
見
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

う
し
た
戸
守
郷
の
運
営
を
担
っ
て
い
た
の
は
複
数
の
お
と
な
百
姓
で
あ

り
、
政
所
で
寄
り
合
い
を
持
ち
寺
家
と
の
年
貢
減
免
交
渉
な
ど
も
行
っ
て

い
た（

（
（

。

【
図
一
】
長
楽
用
水
の
概
念
図

二
、�

武
田
氏
治
下
の
堰
再
興
と
郷
中
談
合
─
天
文
二
年（
一
五

三
三
）～
元
亀
三
年（
一
五
七
二
）の
甲
斐
国
堰
普
請
─ 

ａ
、
天
文
二
年
（
一
五
三
三
）
の
水
沙
汰
、
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
の

堰
普
請

　

次
に
、
富
士
吉
田
市
の
小
室
浅
間
神
社
に
伝
え
ら
れ
た
「
勝
山
記
」
に

は
郷
中
と
地
頭
と
の
紛
争
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

川 　
　
　

  

戸
守
郷　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

尾
美
野
・
八
林
郷

　

幾　

○　

　
　
　
　
　
　

 

○ 

　

都　

 

長
楽
堰　

 　
　

  

分
水
樋
口　
　
　
　

戸
守
郷
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【
史
料
一
】�「
勝
山
記
」（『
山
梨
県
史
』
資
料
編
六
、
二
一
二
・
二
四
三

頁
）

　
　
〈
天
文
二
年
条
〉

此
年
下
吉
田
方
々
渡
辺
荘
さ
衛
門
殿
ト
水
サ
タ
御
座
候
、
色
々
セ

キ
ヲ
ト
シ
ツ
、
ヲ
ト
サ
レ
ツ
被
レ
食
候
、
去
程
ニ
小
山
田
殿
ア
カ

リ
申
候
、
色
々
様
々
ノ
サ
タ
候
ヘ
共
ツ
イ
ニ
ハ
下
吉
田
勝
チ
候

　
　
〈
弘
治
三
年
条
〉

其
年
之
十
月
セ
キ
ト
ウ
ク
ニ
宮
林
之
松
ノ
木
ヲ
切
候
ヘ
ハ
、
一
兵

衛
殿
被
レ
出
候
て
、
切
物
ヲ
取
、
其
上
人
足
ヲ
サ
ン
〳
〵
ニ
タ
タ

カ
レ
被
レ
申
候
間
、
下
吉
田
百
余
人
衆
松
山
へ
サ
シ
カ
ケ
、
質
物

ヲ
取
返
し
被
レ
申
候
ヘ
ハ
、
松
山
ヨ
リ
、
信
濃
陣
マ
テ
人
ヲ
御

越
、
弥
三
郎
殿
へ
披
露
被
レ
申
候
得
共
、
別
義
無
レ
之
候
、
結
句

其
時
従
二
国
中
一
御
上
様
迄
越
被
レ
申
候
折
節
ニ
、
殿
様
之
御
意
候

て
、
下
吉
田
へ
奉
行
人
ヲ
御
上
セ
ラ
レ
、
百
余
人
衆
ト
松
山
ト
ノ

中
ナ
ヲ
シ
御
座
候

　

都
留
郡
下
吉
田
郷
（
現
富
士
吉
田
市
）
は
御
師
の
宿
場
で
あ
る
上
吉
田

の
北
に
所
在
し
て
い
た
が
、
天
文
二
年
近
隣
の
地
頭
渡
辺
荘
左
衛
門
と
の

間
で
水
沙
汰
（
相
論
）
が
引
き
起
こ
さ
れ
、
互
い
に
堰
を
破
壊
す
る
と
い

う
事
態
と
な
っ
た
。
同
郷
に
は
富
士
山
麓
の
湧
水
地
か
ら
発
す
る
宮
川
が

富
士
山
下
宮
浅
間
神
社
（
現
小
室
浅
間
神
社
）
の
前
を
流
れ
て
い
た
が
、

そ
こ
に
東
か
ら
間
堀
川
が
合
流
し
、
さ
ら
に
下
っ
て
西
か
ら
入
山
川
が
合

流
し
て
い
た
。
こ
の
場
合
、
川
の
双
方
か
ら
堰
を
作
り
そ
れ
ぞ
れ
相
手
方

の
堰
を
破
壊
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
川
は
西
隣
の
新
倉
と
の

境
界
と
な
っ
て
お
り
、
水
量
の
豊
富
な
入
山
川
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る（
９
）。

こ
の
紛
争
は
郡
領
主
の
小
山
田
氏
の
所
へ
持
ち
込
ま
れ
訴
訟
と
な
っ

た
が
、
結
局
下
吉
田
衆
の
勝
訴
と
な
っ
た（

（1
（

。
こ
れ
は
入
山
川
に
堰
を
作
り

取
水
す
る
こ
と
が
先
例
に
よ
り
認
め
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
下
吉
田
郷
は
南
西
隣
の
松
山
の
地
頭
小
林
氏
と
も
し
ば
し
ば
相

論
を
起
こ
し
て
い
た
。
弘
治
三
年
十
月
に
は
下
吉
田
衆
が
堰
普
請
の
用
材

採
取
の
た
め
宮
林
の
松
を
切
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
地
頭
の
小
林
一
兵
衛
が

出
て
き
て
切
物
を
取
り
上
げ
人
足
を
打
ち
た
た
く
な
ど
の
妨
害
を
行
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
、
下
吉
田
一
〇
〇
余
人
衆
は
松
山
の
小
林
氏
の
屋
敷
に

押
し
か
け
質
物
を
取
り
返
し
た
。
小
林
氏
は
郡
内
（
都
留
郡
）
領
主
の
弥

三
郎
（
小
山
田
信
有
）
に
訴
え
た
が
「
別
儀
な
し
」
と
取
り
上
げ
ら
れ
な

か
っ
た
た
め
、
上
様
（
武
田
晴
信
）
に
訴
え
た
と
こ
ろ
下
吉
田
に
奉
行
人

が
派
遣
さ
れ
和
解
と
い
う
結
果
と
な
っ
た（

（1
（

。
こ
の
宮
林
は
下
吉
田
郷
鎮
守

の
下
宮
浅
間
神
社
の
林
と
見
ら
れ
る
が
、
下
吉
田
郷
が
そ
の
草
木
の
用
益

権
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
松
木
は
堰
の
杭
に
使
う
の
で
あ
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る
か
ら
成
木
で
は
な
く
間
伐
材
で
あ
ろ
う
。
小
林
氏
は
こ
れ
を
妨
害
し
小

山
田
氏
か
ら
さ
ら
に
武
田
氏
へ
訴
訟
し
た
が
、
下
吉
田
郷
に
堰
普
請
の
た

め
の
鎮
守
林
の
用
益
権
が
認
め
ら
れ
和
解
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
注
目

す
べ
き
は
下
吉
田
郷
の
権
利
回
復
の
た
め
の
実
力
行
使
が
何
の
咎
も
受
け

ず
事
実
上
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
下
吉
田
一
〇
〇
余
人
衆

（
村
の
侍
と
若
者
）
の
よ
う
な
郷
村
の
自
力
は
そ
の
自
立
化
に
と
っ
て
不

可
欠
で
あ
っ
た
。

ｂ
、
天
文
十
二
年
（
一
五
四
三
）
の
堰
普
請

　
「
王
代
記
」
は
山
梨
市
大
井
俣
窪
八
幡
神
社
の
別
当
八
幡
山
普
賢
寺
に

伝
え
ら
れ
た
年
代
記
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
な
堰
普
請
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
【
史
料
二
】�「
王
代
記
」
天
文
十
二
年
条
（『
山
梨
県
史
』
資
料
編
六
、

一
八
九
頁
）

一
ノ
セ
キ
七
百
人
シ
テ
ス
ル
、
翌
年
六
月
水
ニ
破
ル
ニ
堰
代
岩
手
御

寄
進

　

岩い
わ

手て

は
現
在
の
山
梨
市
東
の
旧
名
で
あ
る
が
、
こ
の
近
く
に
は
笛
吹
川

が
あ
る
。
近
世
に
は
隼
村
と
岩
手
村
と
の
間
に
一
ノ
堰
（
岩
手
堰
）
の
堰

場
が
あ
り
八
幡
北
・
南
村
組
合
用
水
と
な
っ
て
い
た（

（1
（

。
天
文
十
二
年
に
堰

の
普
請
を
七
〇
〇
人
で
行
っ
た
と
こ
ろ
、
翌
年
洪
水
で
堰
が
破
損
し
た
た

め
武
田
氏
が
堰
代
（
堰
の
地
代
）
を
岩
手
郷
に
寄
進
し
た（

（1
（

。
こ
の
こ
と
は

こ
の
岩
手
郷
が
堰
の
管
理
を
中
心
的
に
担
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
こ
の
普
請
に
は
七
〇
〇
人
も
の
百
姓
が
参
加
し
て
お
り
、
一
郷
村
五

〇
～
一
〇
〇
戸
と
し
て
一
戸
に
付
き
人
足
一
人
を
出
す
と
す
れ
ば
七
～
一

四
か
村
に
係
る
大
規
模
な
用
水
堰
で
あ
っ
た
こ
と
と
な
る
。
武
田
氏
は
御

料
所
の
堰
代
を
同
郷
に
寄
進
し
堰
の
修
築
費
に
充
て
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

ｃ
、
元
亀
三
年
の
上
条
堰
普
請

　

甲
斐
国
巨
摩
郡
上
条
堰
は
牛
句
郷
の
村
上
で
荒
川
の
支
流
の
亀
沢
川
か

ら
取
水
し
、
境
・
島
上
条
・
中
下
条
・
大
下
条
に
水
を
配
分
し
て
貢く

川
に

流
れ
落
ち
て
い
た（

（1
（

。
近
世
の
「
甲
斐
国
志
」
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
一
ノ
堰

或
い
は
牛
句
堰
と
称
さ
れ
牛
句
・
境
・
島
上
条
・
中
下
条
・
大
下
条
の
五

村
組
合
の
堰
と
な
っ
て
い
た
と
言
う（

（1
（

。
こ
の
上
条
堰
に
つ
い
て
は
、
次
の

よ
う
な
元
亀
三
年
三
月
二
十
六
日
武
田
家
朱
印
状
が
あ
る
。

　
【
史
料
四
】�

武
田
家
朱
印
状
写
（『
甲
州
古
文
書
』
第
一
巻
、
石
原
家
文

書
一
、
一
四
三
頁
頁
）

　
　
　

定
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牛
句
郷

　
　

中
下
条
郷

　
　

下
方
郷

　
　

大
下
条
郷

　
　

天
狗
沢
郷

　
　

宮
地
郷

　
　
　

以
上

上
条
之
堰
破
損
候
間
、
右
之
郷
中
致
二
談
合
一
、
可
レ
令
二
再
興
一
之

旨
、
御
下
知
候
者
也
、
仍
如
レ
件

　
　
　
　

元
亀
三
年
壬申

　
　
　
　
　
　

三
月
廿
六
日
○
（
龍
朱
印
）
　
　

跡
部
美（
勝
忠
）作
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奉
レ
之

　

こ
れ
は
牛
句
郷
・
中
下
条
郷
・
下
方
郷
・
大
下
条
郷
・
天
狗
沢
郷
・
宮

地
郷
に
対
し
て
上
条
堰
が
破
損
し
た
の
で
郷
中
談
合
し
て
再
興
す
る
よ
う

武
田
氏
よ
り
下
知
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
前
出
の
「
甲
斐
国
志
」
に

は
島
上
条
は
用
水
郷
に
含
ま
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
の
元

亀
元
年
の
朱
印
状
の
郷
中
談
合
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
西
川
広
平
氏
は
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
と
推
定
さ
れ

る
竜
王
信
玄
堤
普
請
動
員
の
武
田
家
朱
印
状（

（1
（

に
竜
王
河
原
宿
の
名
は
な
い

が
こ
の
文
書
が
竜
王
河
原
宿
か
ら
分
離
し
た
富
竹
新
田
村
の
保
坂
家
に
残

さ
れ
て
お
り
、
近
世
に
は
竜
王
河
原
宿
が
普
請
催
促
す
る
根
拠
と
な
っ
て

い
る
例
か
ら
見
て
、
充
て
先
が
な
い
の
は
島
上
条
郷
が
普
請
を
催
促
す
る

側
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
言
う（

（1
（

。

　

で
は
、
な
ぜ
牛
句
郷
に
取
水
堰
が
あ
る
の
に
な
ぜ
「
上
条
之
堰
」
と
言

う
の
で
あ
ろ
う
か
。
西
川
氏
に
よ
れ
ば
高
野
山
成
慶
院
所
蔵
「
過
去
帳（

（1
（

」

に
志
摩
庄
天
狗
沢
、
志
摩
中
下
条
、
島
大
下
条
、
志
麻
中
下
条
宮
地
、
志

摩
上
条
、
ま
た
慈
照
寺
充
て
徳
川
家
康
書
印
判
状
写（

（1
（

に
島
下
方
と
あ
り
、

こ
れ
ら
は
か
つ
て
の
志
摩
荘
内
の
郷
で
あ
っ
た
と
し
、
こ
の
用
水
が
志
摩

荘
の
用
水
で
あ
り
そ
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
島
上
条
郷
の
名
を
と
っ
て
上

条
堰
と
呼
ば
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
志
摩
の
名
を

冠
し
た
惣
郷
（
惣
荘
）
の
六
か
郷
と
牛
句
郷
が
上
条
堰
の
郷
中
を
構
成
し

て
い
た（

（2
（

。
こ
の
朱
印
状
は
冒
頭
に
「
定
」
と
あ
る
よ
う
に
何
ら
か
の
証
文

で
あ
る
が（

（2
（

、
こ
の
場
合
、
堰
を
再
興
す
る
に
当
た
っ
て
島
上
条
郷
を
中
心

と
し
た
郷
中
談
合
の
役
割
を
保
証
し
た
こ
と
に
意
義
が
あ
っ
た
と
言
う
べ

き
で
あ
ろ
う
。
先
述
の
よ
う
に
岩
手
堰
の
場
合
普
請
は
用
水
郷
村
に
よ
り

行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
武
田
氏
の
動
員
命
令
に
よ
り
普
請
が
な
さ
れ

た
の
で
は
な
か
っ
た
。
上
条
堰
は
先
述
の
よ
う
に
近
世
に
は
牛
句
堰
と
称

さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
惣
郷
と
し
て
の
結
束
が
崩
れ
、
堰
の
置
か
れ
て
い
た

牛
句
村
に
用
水
の
管
理
権
が
移
っ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
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【
図
二
】
上
条
堰
用
水
の
概
念
図

三
、�

北
条
氏
に
よ
る
用
水
紛
争
の
堰
普
請
─
天
正
十
五（
一
五

八
七
）年
の
武
蔵
国
児
玉
郡
九
郷
堰
─

　

で
は
、
北
条
氏
治
下
で
の
郷
村
の
用
水
管
理
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
北
条
氏
鉢
形
領
内
の
児
玉
郡
の
九く

郷ご
う

堰
は
、
享
保
二

年
（
一
七
一
七
）
の
水
論
裁
許
状
に
よ
れ
ば
、
九
郷
用
水
と
し
て
神か
ん
な流
川

に
設
け
た
神
川
村
大
字
寄
島
の
堰
か
ら
取
水
し
二
二
か
村
四
四
九
町
歩
余

を
灌
漑
す
る
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た（

（2
（

。
次
の
天
正
十
五
年
五
月
十
一
日

の
北
条
氏
邦
印
判
状
で
は
九
郷
堰
普
請
の
催
促
を
奉
行
人
奧
采
女
正
の
代

官
の
一
人
で
あ
る
鈴
木
山
城
守
（
触
口
）
に
命
じ
て
い
る
。

　
【
史
料
四
】�

北
条
氏
邦
朱
印
状
（『
戦
国
遺
文
』
後
北
条
氏
編
、
第
四

巻
、
三
〇
九
七
号
文
書
、
一
五
〇
頁
）

九
郷
せ（
堰
）き
、
下
郷
之
者
、
如
二
前
一々
悉
出
せ（
堰
）き
可
レ
致
候
、
下
郷
之

　

川 　

牛
句　

天
狗
沢　

島
上
条　

中
下
条　

大
下
条

　

沢　

○　

　
　
　
　
　
　

 

○　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貢
川

　

亀　

 

上
条
堰
（
一
の
堰
）

者
、
不
二
罷
出
一
ニ
付
而
者
、
水
を
き
り
を
と
し
、
下
郷
へ
と
を
す

間
敷
候
、
ふ
れ
口
ニ
候
間
、
奧
代
一
人
申
付
候
、
何
分
ニ
も
鈴
木
山

城
守
申
付
こ
と
く
、
可
二
罷
出
一
者
也
、
仍
如
レ
件

　
　
（
天
正
十
五
年
）

　
　
　
　

亥　
　
　
　
　
（「
翕
邦
挹
福
」
朱
印
）

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
山
城
守
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奧
采
女
代

　
　
　
「（
折
裏
奥
上
書
）
　

奧
采
女
代　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　

小
林
殿　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　

鈴
木
殿
」　　
　
　
　

 

　

そ
の
内
容
は
①
九
郷
堰
用
水
を
利
用
し
て
い
る
下
流
の
郷
村
に
前
々
の

通
り
堰
普
請
へ
の
参
加
を
命
じ
、
参
加
し
な
い
場
合
は
用
水
を
切
り
落
と

し
て
使
え
な
く
す
る
と
圧
力
を
加
え
、
②
鈴
木
山
城
守
に
対
し
て
、
触
口

で
あ
る
の
で
奧
代
官
の
一
人
と
し
て
任
命
し
、
か
つ
下
流
郷
村
に
対
し
鈴

木
氏
の
申
し
付
け
通
り
に
普
請
に
出
る
よ
う
に
と
述
べ
て
い
る
。
ま
ず
、

②
か
ら
見
て
と
れ
る
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
鈴
木
氏
は
触
口
で
あ
る
か
ら
支

城
主
北
条
氏
邦
の
公
事
に
関
す
る
命
令
を
郷
村
に
触
れ
て
徴
収
し（

（2
（

、
そ
の

不
履
行
や
未
進
の
場
合
に
は
上
申
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
こ

五
月
十
一
日
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と
で
あ
る（

（2
（

。
し
か
し
、
鈴
木
氏
は
久
郷
用
水
の
中
流
域
に
あ
っ
た
今
井
村

に
居
住
し
て
い
た
の
で
あ
る
が（

（2
（

、
前
述
の
よ
う
に
用
水
普
請
に
関
す
る
権

限
は
上
流
の
郷
村
が
持
っ
て
お
り
、
中
流
は
こ
れ
に
該
当
し
て
い
な
か
っ

た
。
折
裏
奥
上
書
に
は
奧
采
女
の
代
官
と
し
て
小
林
殿
と
鈴
木
殿
と
い
う

二
人
の
名
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
奧
采
女
か
ら
代
官
小
林
氏（

（2
（

が
派
遣
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
が
、
鈴
木
山
城
守
は
地
元
の
触
口
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の

普
請
に
関
し
て
特
に
奧
代
官
の
一
人
と
し
て
任
命
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
鈴
木
氏
の
役
割
と
し
て
は
下
流
の
郷
村
に
普
請
に
参

加
す
る
よ
う
直
接
申
し
付
け
る
こ
と
と
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。

　

で
は
一
体
な
ぜ
、
下
流
の
郷
村
は
五
月
と
い
う
田
植
え
時
期
に
堰
普
請

へ
の
参
加
を
拒
否
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
水

の
配
分
を
巡
る
上
流
と
下
流
の
争
い
で
あ
る
が
、
も
う
一
つ
は
普
請
の
負

担
を
巡
る
争
い
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
九
郷
用
水
自
普
請
の
割
り
当
て
で

は
上
流
三
か
村
は
普
請
か
ら
事
実
上
除
き
、
中
流
一
〇
か
村
が
一
村
ご
と

に
一
年
間
、
下
流
九
か
村
全
体
で
二
年
間
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た（

（2
（

。

こ
れ
を
た
だ
ち
に
戦
国
時
代
に
当
て
は
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
上

流
三
か
村
は
主
に
管
理
を
勤
め
普
請
は
負
担
し
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
下

流
九
か
郷
村
は
堰
か
ら
遠
く
水
量
が
少
な
い
上
、
普
請
が
過
重
な
負
担
と

な
っ
て
い
た
た
め
普
請
を
拒
否
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
朱

印
状
に
は
堰
の
普
請
に
際
し
て
こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
な
郷
中
談
合
を
行

う
と
言
う
文
言
が
な
い
。
用
水
紛
争
の
場
合
は
郷
中
談
合
を
通
じ
て
解
決

す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
紛
争
が
激
化
し
談
合
で
は
解
決
で
き
な
い

ま
ま
田
植
え
時
期
に
差
し
掛
か
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、

堰
を
管
理
し
て
い
た
上
流
の
村
が
触
口
で
あ
っ
た
鈴
木
山
城
守
を
通
じ
て

北
条
氏
に
訴
え
た
た
め
、
北
条
氏
が
下
流
の
郷
村
に
普
請
参
加
を
命
じ
、

鈴
木
氏
が
普
請
を
指
図
す
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

際
「
下
郷
之
者
、
不
二
罷
出
一
ニ
付
者
、
水
を
き（

切

落

）

り
を
と
し
、
下
郷
へ
と（
通
）を

す
間
敷
候
」
と
言
う
の
は
、
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
本
来
は
用
水
郷
村

の
ル
ー
ル
で
あ
る
が
、
堰
管
理
の
上
流
郷
村
の
依
頼
に
よ
り
北
条
氏
が
代

弁
を
し
て
い
る
と
見
な
せ
よ
う
。

　

よ
っ
て
、
こ
の
場
合
は
郷
中
の
用
水
紛
争
を
上
流
郷
村
が
北
条
氏
に
訴

え
る
こ
と
に
よ
り
直
接
代
官
に
よ
る
普
請
催
促
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
も

の
で
あ
り
、
こ
れ
を
一
般
化
し
北
条
氏
の
用
水
普
請
に
よ
る
郷
村
支
配
の

強
化
と
し
て
は
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。

　
【
図
三
】
九
郷
堰
用
水
の
概
念
図　

 　

 　

川 　

神
川
村
寄
島　
　

九
郷
水
門　
　
　
　

 

阿
保
用
水

　

流　

○　

　
　
　
　
　
　

 

○ 

　

神　

 

九
郷
堰
（
一
番
堰
）　 　
　
　
　
　

 　

 

女
堀
川
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四
、�

郷
中
談
合
に
よ
る
新
溝
普
請
─
天
正
十
八
年（
一
五
九
〇
）

の
下
総
国
葛
飾
郡
八
木
郷
の
用
水
─

　

北
条
氏
他
国
衆
支
配
下
に
お
け
る
事
例
と
し
て
、
次
の
天
正
十
八
年
二

月
十
日
の
高
城
氏
黒
印
状
で
の
郷
中
談
合
に
よ
る
用
水
溝
の
普
請
が
挙
げ

ら
れ
る
。

　
【
史
料
五
】�

高
城
氏
黒
印
状
（『
千
葉
県
史
料
』
中
世
編
諸
家
文
書
、
吉

野
家
文
書
三
、
三
一
一
頁
）

よ（

吉

野

縫

殿

助

）

し
の
ぬ
い
の
す
け　

や（
屋
敷
）

し
き
の
う
ち
の
み（
溝
）ぞ

、
や
し
き
の
と（
外
）へ

ま

ハ
し
、
藤
二
郎
ね
ま
り
候
し
た
へ
、
す
ぐ
に
水
の
ま
ハ
り
候
や
う

に
、
し（

新

溝

）

ん
み
ぞ
を
あ
て
申
、
ひ（

鰭

ヶ

崎

）

れ
か
さ
き
さ
か
ひ
ま
て
、
水
さ
う
い

な
く
ま
ハ
り
こ
し
候
や
う
に
、
郷
中
だ（

談

合

）

ん
か
う
申
候
て
、
い
た
す
へ

く
候
、
こ（
小
金
）

か
ね
よ
り
御
け（
検
使
）

ん
し
を
さ
し
こ
さ
れ
へ
く
候
間
、
い
つ
れ

も
ふ（
無
沙
汰
）

さ
た
な
く
は
し
り
め
く
り
可
レ
申
候
、
こ
と
に
新
み
ぞ
あ
た
り

申
候
ハ
ゝ
、
田
ぬ（
主
）し
と
か
く
申
へ
く
候
、
そ
の
儀
は
か
さ
ね
て
、
よ

き
や
う
に
御
さ（

裁

許

）

い
き
よ
あ
る
へ
く
候
間
、
此
の
た
ひ
に
を
い
て
ハ
、

さ（
相
違
）

う
い
な
く
み
ぞ
を
あ
て
さ
せ
可
レ
申
候
、
そ
の
た
め
に
一
札
を
つ

か
ハ
し
候
、
仍
如
レ
件

　
　
　

天
正
十
八
年
か
の
へ
と
ら
（
高
城
氏
黒
印
）

　
　
　
　
　
　

二
月
十
日　
　
　
　
　
　
　

日
暮
又
左
衛
門
尉
奉
之

　
　
　
　
　
　
　

八
木
百
姓
中

　

下
総
小
金
城
主
衆
高
城
胤
則
は
北
条
氏
の
他
国
衆
で
あ
り（

（2
（

、
吉
野
縫
殿

助
は
そ
の
給
人
で
八
木
郷
芝
崎
に
屋
敷
を
構
え
て
い
た（

（2
（

。
そ
の
屋
敷
地
の

中
を
用
水
の
溝
が
通
っ
て
い
た
が
、
①
今
回
新
溝
を
通
す
に
当
た
り
屋
敷

の
外
に
廻
し
、
②
藤
二
郎
が
住
ん
で
い
る
家
の
下
の
田
へ
水
が
流
れ
る
よ

う
に
新
溝
を
当
て
、
③
鰭ひ
れ
が
さ
き

ヶ
崎
境
ま
で
水
が
相
違
な
く
送
れ
る
よ
う
に
、

八
木
郷
百
姓
中
に
郷
中
談
合
を
し
て
普
請
す
る
こ
と
を
命
じ
、
小
金
の
高

城
氏
よ
り
検
使
が
遣
わ
さ
れ
る
の
で
無
沙
汰
な
く
尽
力
す
る
よ
う
に
と
念

を
押
し
て
い
る
。

　

吉
野
縫
殿
助
は
前
年
の
十
七
年
五
月
十
三
日
に
高
城
胤
則
よ
り
田
地
・

山
・
屋
敷
・
初
盃
を
安
堵
さ
れ
て
お
り（

（3
（

、
初
盃
と
し
て
郷
内
の
座
格
は
最

も
高
か
っ
た（

（3
（

。
で
は
な
ぜ
、
高
城
氏
は
新
溝
普
請
を
吉
野
縫
殿
助
で
は
な

く
、
八
木
郷
百
姓
中
に
命
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
郷
中
談
合
と
は
次

の
天
正
七
年
九
月
六
日
の
高
城
氏
黒
印
状
に
よ
れ
ば
、
吉
野
六
郎
左
衛
門

尉
・
洞
毛
大
炊
助
・
河
辺
二
郎
右
衛
門
尉
・
吉
野
源
五
郎
・
同
彦
七
郎
ら

五
人
の
お
と
な
百
姓
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
年
貢
・
公
事
な
ど
の
徴
収
を
話
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し
合
う
合
議
機
関
で
あ
っ
た
が
、
給
人
で
あ
る
吉
野
縫
殿
助
は
こ
れ
に
は

加
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。

 【
史
料
六
】�

高
城
氏
黒
印
状
（『
千
葉
県
史
料
』
中
世
編
諸
家
文
書
、
吉

野
家
文
書
四
、
三
一
二
頁
）

郷
中
年
貢
諸
色
惣
別
調
方
之
儀
、
五
人
之
者
相
談
、
少
も
無
二
如
在
一

可
二
走
廻
一
候
、
政
所
之
事
者
、
順
番
ニ
可
レ
致
レ
之
候
、
若
此
内
如

在
在
レ
之
者
聞
召
及
付
而
者
、
可
レ
加
二
折
檻
一
者
也
、
仍
而
如
レ
件

　
　

卯　
　
　
　
（
高
城
氏
黒
印
）

　
　
　

九
月
六
日

　
　
　
　
　
　
　

吉
野
六
郎
左
衛
門
尉

　
　
　
　
　
　
　

洞
毛
大
炊
助

　
　
　
　
　
　
　

河
辺
二
郎
右
衛
門
尉

　
　
　
　
　
　
　

吉
野
源
五
郎

　
　
　
　
　
　
　

同
彦
七
郎

　

そ
れ
で
は
、
郷
中
と
吉
野
縫
殿
助
の
両
者
の
間
に
何
が
あ
っ
た
の
か
を

先
の
黒
印
状
の
文
章
の
中
か
ら
読
み
取
っ
て
み
よ
う
。
こ
の
新
溝
普
請
は

八
木
郷
の
東
の
丘
陵
地
よ
り
発
す
る
坂
川
に
五
斗
蒔
堰
（
小
間
木
）
を
設

け
て
取
水
し
丘
陵
の
裾
を
流
れ
て
い
た
用
水
路（

（3
（

を
変
更
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
要
点
と
し
て
先
述
の
①
は
吉
野
縫
殿
助
か
ら
の
用
水

へ
の
介
入
を
避
け
る
ね
ら
い
が
あ
り
、
②
は
藤
二
郎
の
家
の
下
の
田
地
の

水
需
要
に
応
え
る
た
め
で
あ
り
、
③
は
こ
の
用
水
の
水
は
上
流
郷
村
の
責

任
と
し
て
隣
の
鰭
ヶ
崎
境
ま
で
必
ず
送
り
支
障
を
き
た
さ
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
用
水
に
関
し
て
百
姓
及
び
近
隣
と
の
関
係
を

取
り
纏
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
給
人
の
吉
野
氏
で
は
な
く
、
お
と
な
百

姓
に
よ
る
郷
中
談
合
で
あ
っ
た
（
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
用
水
関
係
郷

村
間
の
調
整
機
関
も
郷
中
談
合
と
言
う
）。
と
す
れ
ば
、
こ
の
高
城
氏
の

黒
印
状
が
発
給
さ
れ
る
前
提
と
し
て
、
郷
中
の
要
求
と
条
件
を
ま
と
め
領

主
に
申
し
出
た
の
は
こ
の
お
と
な
百
姓
で
あ
り
、
そ
の
結
果
吉
野
縫
殿
助

の
用
水
へ
の
介
入
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
お
と
な
百
姓
の
要
望
が
通
っ
た

と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
新
た
な
溝
を
掘
る
と
な
れ
ば
そ
れ
に
当
た
っ
た
田

主
が
苦
情
を
言
っ
て
く
る
こ
と
は
必
至
で
あ
り
、「
そ
の
時
に
は
重
ね
て

良
き
よ
う
に
裁
許
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
「
重
ね
て
裁
許
す

る
」
と
い
う
の
は
こ
の
黒
印
状
そ
の
も
の
が
裁
許
状
で
あ
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
黒
印
状
（
裁
許
状
）
の
意
義
は
こ
の
新
溝
普

請
相
論（

（3
（

を
通
じ
て
用
水
の
管
理
は
給
人
に
よ
る
介
入
が
排
除
さ
れ
、
お
と

な
百
姓
の
郷
中
談
合
に
よ
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
あ
っ
た
と
言

え
よ
う
。
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【
図
四
】
五
斗
蒔
堰
用
水
の
概
念
図

　

五
、
戦
国
法
に
よ
る
用
水
の
規
定
─
伊
達
氏
「
塵
芥
集
」
─

　

そ
れ
で
は
戦
国
大
名
は
用
水
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
近
江
六
角
氏
の
「
六
角
氏
式
目
」
一
三
条（

（3
（

で
は　

野
事
・
山

事
・
井
水
の
事
で
一
郷
一
荘
が
打
ち
起
こ
し
合
戦
に
及
べ
ば
、
科
人
（
張

本
人
）
の
交
名
を
差
し
出
し
て
も
取
り
上
げ
ず
、
一
郷
一
荘
へ
そ
の
咎
を

懸
け
る
と
あ
り
、
す
べ
て
荘
郷
の
問
題
と
し
て
責
任
を
取
ら
せ
る
と
し
て

い
る
。
こ
れ
は
逆
に
言
え
ば
用
水
は
郷
中
の
問
題
で
あ
り
、
用
水
争
い
が

起
き
て
も
合
戦
に
及
ば
な
け
れ
ば
基
本
的
に
郷
村
に
任
す
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
下
総
結
城
氏
の
「
結
城
氏
法
度
」
二
一
条
で
は
「
水

損
・
風
損
・
日
旱
は
、
人
間
の
業
に
な
き
物
に
て
候
間
…
堰
堀
油
断
い
た

し
、
持
ち
た
る
所
荒
れ
候
、
不
作
な
ど
と
、
不
弁
の
佗
な
す
べ
か
ら
ず（

（3
（

」

と
し
て
堰
堀
は
百
姓
が
自
己
管
理
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う

に
用
水
の
管
理
は
郷
村
や
百
姓
に
任
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内

　
　

 　
　
　

  

八
木
郷　

  （
境
）　　

 　

鰭
ヶ
崎　
　
　

　

川　

○　

　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
戸
川

　

坂　

 

五
斗
蒔
堰

容
に
つ
い
て
は
、
奥
州
の
戦
国
大
名
伊
達
稙た
ね

宗む
ね

が
天
文
五
年
（
一
五
三

六
）
に
制
定
し
た
戦
国
家
法
「
塵
芥
集
」
に
お
い
て
も
次
の
よ
う
な
用
水

に
関
す
る
規
定
を
見
る
こ
と
が
で
き
る（

（3
（

。
他
の
戦
国
家
法
で
は
こ
れ
ほ
ど

詳
し
く
民
間
の
用
水
慣
行
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
実
体
を

知
る
上
で
貴
重
で
あ
る
の
で
や
や
長
く
な
る
が
次
に
条
文
を
記
す
こ
と
と

す
る
。

【
史
料
七
】�「
塵
芥
集
」（『
中
世
政
治
社
会
思
想
』
上
、
二
二
四
・
二
二
五

頁
）
∴
条
文
に
番
号
を
付
す

　
　

一（
（8
（
　
　

用
水
の
事
、
先
規
ま
か
せ
た
る
べ
し
。
然
に
先
々
さ
だ
ま
り

候
堰
口
を
あ
ら
た
め
、
水
上
の
人
是
を
通
す
ま
じ
き
の
よ
し
、

違
乱
に
を
よ
ぶ
事
、
可
レ
為
二
落
度
一
。
又
河
下
の
人
先
規
ま
か

せ
に
通
す
べ
き
の
よ
し
申
、
川
上
の
人
は
先
規
よ
り
通
さ
ざ
る

よ
し
申
、
問
答
の
儀
あ
ら
ん
に
、
相
互
に
支
証
な
き
の
う
へ
、

理
非
決
し
が
た
き
に
い
た
つ
て
は
、
万
民
を
孚は
ご
くむ
の
ゆ
へ
、
彼

用
水
を
通
す
べ
き
な
り
。

　
　

一（
（8
（
　
　

用
水
に
付
て
堰
を
あ
け
、
堤
を
築
く
の
と
き
、
先
々
通
り
候

溝
・
堀
、
河
崩
と
し
て
退
転
の
と
き
、
な
ら
び
の
在
家
之
内
に

江
堀
を
た
て
、
用
水
を
通
す
と
こ
ろ
に
、
く
だ
ん
の
地
頭
・
百

姓
違
乱
に
を
よ
ぶ
べ
か
ら
ず
。
堰
銭
の
あ
り
な
し
は
、
先
例
に
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ま
か
せ
べ
き
な
り
。

　
　

一（
（8
（

　
　

先
々
の
堰
場
、
或
は
深
き
淵
と
な
り
、
或
は
荒
野
と
な
り
、

修
理
た（
大
途
）

い
と
た
る
の
う
へ
、
退
転
の
と
き
、
地
形
の
こ
し
ら
へ

や
す
き
便た
よ
りに
付
て
、
川
上
に
て
も
河
下
に
て
も
、
堰
場
を
改
む

る
事
、
一
郷
の
う
ち
た
ら
ば
、
是
非
の
違
乱
に
を
よ
ぶ
べ
か
ら

ず
。
も
し
他
郷
に
い
た
つ
て
は
、
事
の
子
細
を
披
露
致
べ
し
。

其
上
を
も
つ
て
そ
の
沙
汰
有
べ
き
な
り
。

　
　

一（
（8
（
　
　

用
水
の
た
め
に
堤
を
築
く
の
と
こ
ろ
に
、
連
々
水
増
し
、
人

の
領
分
こ
の
堤
ゆ
へ
に
荒
地
と
な
る
。
仍
か
の
地
主
違
乱
に
を

よ
ぶ
、
そ
の
謂い
わ
れな

き
に
あ
ら
ず
、。
し
か
ら
ば
こ
れ
を
あ
い
止

め
べ
き
な
り
。
た
ゞ
し
用
水
は
万
民
の
助
け
な
り
。
一
人
の
損

亡
に
よ
り
こ
れ
を
や
め
ん
事
、
す
こ
ぶ
る
民
を
孚
む
道
理
に
か

な
は
ざ
る
も
の
也
。
詮せ
ん

ず
る
と
こ
ろ
は
、
荒
れ
つ
べ
き
分
際
勘

定
を
と
げ
、
相
当
の
年
貢
を
く
だ
ん
の
地
主
へ
働
か
せ
、
こ
し

ら
へ
か
た
む
べ
き
な
り
。

　
　

一（
（9
（
　
　

水
闘い
さ

諍か
い

の
事
、
用
水
の
法
に
ま
か
す
べ
し
。
然
に
問
答
に
を

よ
び
、
人
を
打
ち
ゅ
う

擲ち
ゃ
くせ

し
む
る
輩
は
越お
つ

度ど

た
る
べ
し
。
人
を
殺

す
に
い
た
つ
て
は
、
是
非
に
を
よ
ば
ず
其
成
敗
有
べ
き
者
也
。

　

八
四
条
で
は
「
用
水
は
先
規
に
任
せ
る
」
と
い
う
原
則
を
確
認
し
堰
口

（
井
堰
の
流
出
口
）
の
変
更
に
よ
る
用
水
路
の
上
流
と
下
流
の
人
々
の
争

い
で
は
、「
理
非
決
し
が
た
き
時
は
、
万
民
を
育
む
ゆ
え
用
水
を
通
す
べ

し
」
と
公
益
に
よ
り
下
流
へ
の
通
水
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い

る
。
八
五
条
で
は
用
水
の
堰
を
開
け
た
時
に
溝
・
堀
が
崩
れ
た
場
合
、
他

の
土
地
に
代
わ
り
の
溝
を
通
す
こ
と
に
対
し
て
（
そ
の
地
の
）
地
頭
・
百

姓
等
は
違
乱
し
て
は
な
ら
ず
、
堰
銭
（
堰
の
借
地
料
）
は
先
例
に
任
せ
る

と
し
た
。
八
六
条
で
は
堰
場
を
川
上
か
川
下
に
付
け
替
え
る
時
は
郷
内
な

ら
ば
違
乱
し
て
は
な
ら
な
い
、
他
郷
な
ら
ば
こ
と
の
子
細
を
伊
達
氏
に
披

露
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
八
八
条
は
用
水
の
堰
堤
を
築
い
て
洪
水
と
な
り

他
人
の
土
地
が
荒
地
と
な
っ
た
時
は
地
主
が
違
乱
す
る
の
は
当
然
で
あ
る

が
、「
用
水
は
万
民
の
助
け
」
で
あ
り
、
一
人
の
損
亡
で
留
め
る
こ
と
は

民
を
育
む
道
理
に
あ
わ
な
い
の
で
損
失
に
見
合
う
弁
償
を
す
べ
き
で
あ

る
。
九
一
条
で
は
水
争
い
は
「
用
水
の
法
に
任
す
べ
し
」
と
し
て
解
決

し
、
相
手
方
を
打
擲
し
た
り
殺
傷
さ
せ
れ
ば
処
罰
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
条
文
は
伊
達
氏
が
郷
中
の
用
水
を
直
接
管
理
す
る
た

め
の
も
の
で
は
な
く
、
用
水
路
が
通
る
所
の
地
主
と
の
紛
争
、
水
の
配
分

を
巡
る
郷
村
間
の
争
い
を
先
規
で
あ
る
「
用
水
の
法
」
に
よ
り
解
決
す
る

よ
う
在
地
に
求
め
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
眼
目
は
「
用
水
は
万
民
の
助

け
」
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
公
益
を
守
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
伊

達
氏
に
お
い
て
も
用
水
紛
争
に
介
入
し
郷
村
支
配
強
化
の
テ
コ
と
し
よ
う
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と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
Ａ
、
用
水
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
①
武
蔵
国
比
企
郡
長
楽
用
水

の
場
合
は
堰
の
あ
る
戸
守
郷
が
用
水
の
管
理
権
を
持
ち
、
下
流
の
郷
と
の

間
に
は
郷
中
談
合
と
い
う
協
議
の
場
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
Ｂ
、

用
水
普
請
に
つ
い
て
は
、
②
武
田
領
内
の
岩
手
堰
で
は
郷
村
に
よ
る
普
請

が
行
わ
れ
、
上
条
堰
で
は
堰
の
破
損
に
対
し
て
島
上
条
郷
を
中
心
と
し
た

郷
中
談
合
に
よ
り
再
興
す
る
こ
と
を
武
田
氏
が
印
判
状
で
保
証
し
た
。
④

下
総
国
高
城
領
八
木
郷
で
は
五
斗
蒔
堰
用
水
が
給
人
の
屋
敷
内
を
通
っ
て

い
た
た
め
、
領
主
高
城
氏
の
裁
定
に
よ
り
お
と
な
百
姓
に
よ
る
郷
中
談
合

で
そ
の
外
側
に
新
溝
の
普
請
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
③
武
蔵
国
児
玉
郡

九
郷
堰
の
場
合
は
上
流
と
下
流
の
郷
村
の
用
水
を
巡
る
紛
争
が
田
植
え
時

期
に
差
し
掛
か
り
郷
中
談
合
に
よ
る
解
決
が
難
し
く
な
っ
た
た
め
、
普
請

を
拒
否
し
た
下
流
郷
村
に
対
し
管
理
権
を
持
つ
上
流
郷
村
が
北
条
氏
に
訴

え
北
条
氏
が
代
官
の
指
図
で
普
請
を
行
う
よ
う
命
じ
た
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
こ
れ
ま
で
の
事
例
か
ら
見
れ
ば
例
外
的
措
置
で
あ
り
こ
れ
を
一
般
化

し
戦
国
大
名
の
用
水
普
請
を
通
じ
た
郷
村
支
配
の
強
化
と
し
て
捉
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
Ｃ
、
戦
国
大
名
に
よ
る
用
水
の
法
的
取
り
扱
い

に
つ
い
て
、
⑤
伊
達
氏
の
「
塵
芥
集
」
で
は
用
水
紛
争
は
先
規
で
あ
る

「
用
水
の
法
」
や
公
益
重
視
の
「
用
水
は
万
民
の
助
け
」
と
い
う
考
え
に

よ
り
在
地
に
お
い
て
解
決
す
べ
き
と
さ
れ
た
が
、
こ
の
背
景
と
し
て
慣
習

法
に
よ
る
在
地
法
秩
序
が
広
く
展
開
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る（

（3
（

。

　

よ
っ
て
、
用
水
の
管
理
や
普
請
は
郷
村
の
郷
中
談
合
に
よ
り
行
わ
れ
て

い
た
の
で
あ
り
、
戦
国
大
名
は
用
水
紛
争
や
水
害
に
関
し
て
そ
の
管
理
・

普
請
に
介
入
し
権
力
を
発
動
し
た
の
で
は
な
く
、
公
益
を
守
る
た
め
在
地

の
紛
争
調
停
や
郷
中
談
合
に
よ
る
合
意
を
保
証
し
訴
え
を
裁
定
し
て
い
た

と
言
え
よ
う
。

註（１
）　

宝
月
圭
吾
『
中
世
灌
漑
史
の
研
究
』
畝
傍
書
房
、
一
九
四
三
年
、
一
〇
六
頁
。

宝
月
氏
は
戦
国
大
名
は
用
水
の
管
理
統
制
を
目
指
し
灌
漑
治
水
工
事
を
行
っ
た

が
、
大
名
が
国
内
の
用
水
を
い
ち
い
ち
管
理
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
中
世
以

来
の
用
水
分
配
組
織
を
容
認
し
た
と
す
る
（
同
書
二
五
三
～
二
五
七
、
三
五
八

頁
）。
大
山
喬
平
「
中
世
に
お
け
る
灌
漑
と
開
発
の
労
働
編
成
」（
同
『
日
本
中
世

農
村
史
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
八
年
、
一
九
四
～
二
三
〇
頁
、
初
出
は

『
日
本
史
研
究
』
五
六
、
一
九
六
一
年
）。
黒
田
弘
子
「
中
世
後
期
に
お
け
る
池
水

堰
灌
漑
と
惣
村
」（『
中
世
惣
村
史
の
構
造
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
、
一
五

二
～
一
九
六
頁
、
初
出
は
『
解
体
期
の
農
村
社
会
と
支
配
』
校
倉
書
房
、
一
九
七

八
年
）。

（
２
）　

黒
田
日
出
男
「
中
世
後
期
の
開
発
と
村
落
諸
階
層
」（『
日
本
中
世
開
発
史
の
研

究
』
校
倉
書
房
、
一
九
八
四
年
、
一
九
〇
頁
、
初
出
は
『
歴
史
学
研
究
』
第
三
四
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六
号
、
一
九
六
五
年
）。

（
３
）　

杉
山
博
『
日
本
の
歴
史
11　

戦
国
大
名
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
四
年
、
二
四

〇
頁
。

（
４
）　

笹
本
正
治
氏
は
、
武
田
家
が
上
条
堰
利
用
の
郷
村
が
井
堰
の
維
持
や
用
水
分
配

で
結
び
つ
い
て
い
た
地
域
の
慣
行
と
技
術
を
確
認
し
て
堰
普
請
を
命
じ
た
と
し
た

（
同
「
古
代
・
中
世
の
治
水
」（『
災
害
文
化
史
の
研
究
』
高
志
書
院
、
二
〇
〇
三

年
、
二
三
八
頁
、
初
出
は
『
山
梨
県
堤
防
・
河
岸
遺
跡
分
布
調
査
報
告
書
』
山
梨

県
教
育
員
会
、
一
九
九
八
年
）。
ま
た
、
西
川
広
平
氏
も
戦
国
大
名
は
郷
村
の
用

水
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
依
拠
し
て
普
請
を
組
織
化
し
村
々
を
支
配
し
た
、
と
し
た

（
同
「
戦
国
期
に
お
け
る
川
除
普
請
と
地
域
社
会
」『
中
世
後
期
の
開
発
・
環
境
と

地
域
社
会
』
高
志
書
院
、
二
〇
一
二
年
、
二
五
二
・
二
五
三
・
二
六
三
頁
、
初
出

は
『
歴
史
学
研
究
』
八
八
九
号
、
二
〇
一
二
年
）。

（
５
）　

前
註
（
１
）『
中
世
灌
漑
史
の
研
究
』
一
六
六
・
一
六
七
頁
。
天
文
二
十
四
年

（
一
五
五
三
）
肥
後
相
良
氏
の
「
相
良
氏
法
度
」
二
一
条
に
も
「
井
手
溝
奔
走
題

目
候
、
田
数
次
第
に
、
幾
度
も
人
数
出
す
へ
し
。
人
い
た
さ
さ
る
方
の
水
口
、
一

同
に
留
む
べ
し
」
と
あ
り
（『
中
世
政
治
社
会
思
想
』
上
、
岩
波
書
店
、
一
九
七

二
年
、
一
九
〇
頁
）、
用
水
路
の
築
造
・
修
理
作
業
に
人
を
出
さ
な
け
れ
ば
そ
の

地
主
の
分
水
口
を
止
め
ら
れ
た
。

（
６
）　

大
山
喬
平
「
中
世
に
お
け
る
灌
漑
と
開
発
の
労
働
編
成
」（『
日
本
中
世
農
村
史

の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
八
年
、
二
一
五
頁
、
初
出
は
『
日
本
史
研
究
』
五

六
号
、
一
九
六
一
年
）。
大
山
氏
は
灌
漑
施
設
を
維
持
管
理
す
る
機
関
と
し
て
田

堵
・
土
民
な
ど
の
合
議
す
る
地
下
の
機
関
を
想
定
し
て
い
る
。

（
７
）　
『
栃
木
県
史
』
史
料
編
中
世
１
、
鑁
阿
寺
文
書
四
七
号
〈
享
徳
二
年
十
月
戸
守
郷

代
官
十
郎
目
安
案
〉、
栃
木
県
、
一
九
七
三
年
、
三
五
五
頁
。 

（
８
）　

拙
稿
「
享
徳
の
乱
と
鑁
阿
寺
領
武
蔵
国
戸
守
郷
─
用
水
・
減
免
、
戦
乱
に
つ
い

て
─
」（『
栃
木
史
学
』
第
二
八
号
、
二
〇
一
四
年
、
八
六
～
九
〇
頁
）。
こ
の
項

の
詳
細
に
つ
い
て
は
拙
稿
を
参
照
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
、
史
料
掲
載
を
省
略

し
た
。

（
９
）　
『
山
梨
県
の
地
名
』
平
凡
社
、
一
九
九
五
年
、
一
八
二
頁
。

（
10
）　

な
か
ざ
わ
し
ん
き
ち
「
郡
内
小
山
田
氏
断
簡
」（『
論
集
甲
斐
小
山
田
氏
』
岩
田

書
店
、
二
〇
一
一
年
、
一
八
八
・
一
八
九
頁
、
初
出
は
『
甲
斐
路
』
三
二
号
、
一

九
七
八
年
）、
笹
本
正
治
「
武
田
氏
の
郷
村
支
配
に
つ
い
て
」（『
戦
国
大
名
武
田

氏
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
三
年
、
二
二
三
頁
、
初
出
は
第
二
二
回
中
世

史
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
報
告
、
一
九
八
五
年
）。

（
11
）　
『
山
梨
県
史
』
通
史
編
２
、
山
梨
県
、
二
〇
〇
七
年
、
五
五
二
頁
。

（
12
）　
『
山
梨
市
史
』
通
史
編　

上
巻
、
山
梨
市
、
二
〇
〇
七
年
、
六
三
八
頁
。

（
13
）　

永
正
十
四
年
武
田
信
虎
印
判
状
で
巨
摩
郡
成
嶋
・
乙
黒
両
郡
の
堰
銭
を
甲
府
の

一
蓮
寺
に
寄
進
し
て
い
る
（
柴
辻
俊
六
「
武
田
氏
の
治
山
・
治
水
」『
歴
史
公

論
』
第
一
一
巻
六
号
、
一
九
八
五
年
、
八
三
頁
）。
堰
銭
と
は
堰
築
造
の
際
、
そ

の
土
地
の
所
有
者
に
支
払
う
土
地
使
用
料
の
こ
と
で
あ
る
（
前
註
（
５
）『
中
世

政
治
社
会
思
想
』
二
二
四
頁
）。

（
14
）　
『
敷
島
町
誌
』
敷
島
町
役
場
、
一
九
六
六
年
、
七
九
一
頁
。 

（
15
）　

大
日
本
地
誌
大
系
㊺
『
甲
斐
国
志
』
第
二
巻
、
雄
山
閣
、
一
九
七
二
年
、
七
頁
。　
　

（
16
）　
『
戦
国
遺
文
』
武
田
氏
編
第
一
巻
、
八
二
七
号
〈
武
田
家
朱
印
状
〉、
東
京
堂
出

版
、
二
〇
〇
二
年
、
二
五
九
頁
。

（
17
）　

前
註
（
４
）
西
川
氏
論
文
、
一
〇
頁
。

（
18
）　

丸
島
和
洋
「（
史
料
紹
介
）
高
野
山
成
慶
院
『
甲
斐
国
供
養
帳
』
─
『
過
去
帳

（
甲
州
月
牌
帳
）』
─
」（『
武
田
氏
研
究
』
第
三
四
号
、
二
〇
〇
六
年
、
五
三
～
九

一
頁
）

（
19
）　
『
山
梨
県
史
』
資
料
編
４
、
一
二
五
九
号
、
慈
照
寺
文
書
九
〈
天
正
十
一
年
卯
月

廿
日
徳
川
家
康
判
物
写
〉
山
梨
県
一
九
九
九
年
、
九
四
四
頁
。

（
20
）　

前
註
（
15
）
大
日
本
地
誌
大
系
㊺
『
甲
斐
国
志
』
第
二
巻
、
二
八
二
頁
、
志
摩

荘
に
牛
句
郷
は
含
ま
れ
て
い
な
い
と
言
わ
れ
る
。

（
21
）　

前
註
（
11
）『
山
梨
県
史
』
通
史
編
２
、
四
〇
〇
頁
。
武
田
勝
頼
の
代
に
は
ほ
と

ん
ど
す
べ
て
の
証
文
が
「
定
」
で
始
ま
っ
て
い
る
が
意
味
は
不
明
で
あ
る
と
い
う
。

（
22
）　
『
神
川
町
誌
』
神
川
町
、
一
九
八
九
年
、
七
一
一
・
七
一
六
頁
。
享
保
年
間
の
九
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郷
用
水
組
合
は
自
普
請
と
し
て
上
流
の
小
浜
・
貫
井
・
植
竹
を
除
き
、
中
流
の
保

木
野
・
八
幡
山
・
八
日
市
・
吉
田
林
・
上
真
下
・
下
真
下
・
蛭
川
・
入
浅
見
・
下

浅
見
・
西
今
井
の
一
〇
か
村
が
そ
れ
ぞ
れ
一
年
ず
つ
、
下
流
の
高
関
・
上
久
城
・

中
久
城
・
下
久
城
・
東
今
井
・
西
富
田
・
四
方
田
・
東
富
田
・
北
堀
の
九
か
村
が

あ
わ
せ
て
二
年
を
勤
め
一
二
年
で
一
巡
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。『
埼
玉
県
の

地
名
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
四
年
、
六
九
一
頁
。

（
23
）　

池
上
裕
子
「
武
蔵
に
お
け
る
開
発
と
そ
の
主
導
者
」（『
戦
国
時
代
社
会
構
造
の

研
究
』
校
倉
書
房
、
一
九
九
九
年
、
三
〇
九
頁
、
初
出
は
地
方
史
研
究
協
議
会

『「
開
発
」
と
地
域
民
衆
─
そ
の
歴
史
像
を
求
め
て
─
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
一

年
）。
佐
脇
栄
智
「
後
北
条
氏
の
郷
村
支
配
と
そ
の
役
人
」（『
國
學
院
雑
誌
』
第

九
七
巻
第
二
号
、
一
九
九
六
年
、
三
六
頁
）。

（
24
）　

浅
倉
直
美
「
後
北
条
領
国
に
お
け
る
触
口
と
定
使
」（『
後
北
条
領
国
の
地
域
的

展
開
』
岩
田
書
店
、
一
九
九
七
年
、
二
四
四
・
二
四
五
頁
、
初
出
は
『
戦
国
史
研

究
』
第
二
八
号
、
一
九
九
四
年
）。

（
25
）　

大
日
本
地
誌
大
系
⑫
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
第
一
二
巻
、
雄
山
閣
、
一
九
五

八
年
、
六
・
七
頁
。

（
26
）　

小
林
氏
は
天
正
十
四
年
鉢
形
城
内
の
掃
除
割
当
に
そ
の
名
が
見
え
る
（『
戦
国
遺

文
』
後
北
条
氏
編
、
第
四
巻
、
一
九
三
五
号
文
書
〈
北
条
氏
邦
定
書
写
〉、
九
九

頁
）。

（
27
）　

前
註
（
22
）『
神
川
町
誌
』
七
一
六
頁
。

（
28
）　
『
小
田
原
衆
所
領
役
帳
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
八
年
、
一
五
一
・
一
五
八
頁
。

『
戦
国
人
名
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
、
六
〇
三
頁
。

（
29
）　
『
松
戸
市
史
』
上
巻
、
松
戸
市
役
所
、
一
九
六
一
年
、
五
八
八
・
五
八
九
・
六
〇

三
～
六
〇
五
頁
。
こ
こ
で
は
吉
野
縫
殿
助
は
吉
野
六
左
衛
門
尉
家
の
人
物
と
見
て

い
る
が
、
長
谷
川
論
文
所
収
の
文
禄
三
年
推
定
の
芝
崎
村
検
地
帳
で
は
縫
殿
助
は

一
三
町
七
反
、
六
郎
左
衛
門
尉
は
三
町
八
反
二
畝
二
〇
歩
の
保
有
で
別
家
と
な
っ

て
い
る
。（
長
谷
川
裕
子
「
東
国
の
郷
村
に
み
る
村
の
構
造
」（
佐
藤
博
信
編
『
中

世
房
総
と
東
国
社
会
』
岩
田
書
店
、
二
〇
一
二
年
、
二
四
〇
・
二
四
四
・
二
四
六

頁
）。

（
30
）　
『
千
葉
県
史
料
』
中
世
編
諸
家
文
書
、
吉
野
家
文
書
二
〈
天
正
十
七
年
五
月
十
三

日
高
城
胤
則
所
領
安
堵
状
〉、
千
葉
県
、
一
九
六
二
年
、
三
一
一
頁
。

（
31
）　

高
牧
實
「
関
東
に
お
け
る
草
百
姓
の
居
座
と
宮
座
」（『
宮
座
と
村
落
の
史
的
研

究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
、
三
九
九
～
四
四
四
頁
、
新
稿
）。
天
文
四
年

相
州
足
柄
上
郡
篠
窪
百
姓
中
座
敷
之
事
で
は
一
番
か
ら
一
〇
番
ま
で
の
一
〇
人
の

百
姓
（
無
姓
）
が
領
主
篠
窪
出
羽
入
道
に
よ
り
座
順
と
違
反
し
た
場
合
の
座
か
ら

の
追
放
を
定
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
百
姓
は
北
条
氏
の
軍
役
を
定
め
た
着
到

に
名
を
連
ね
て
い
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。

（
32
）　
『
流
山
市
史
』
近
世
史
料
編
Ⅱ
、
二
二
〇
号
文
書
〈
寛
永
二
十
一
年
堰
場
に
付
申

定
〉、
二
二
一
号
文
書
〈
同
年
堰
場
申
定
に
付
一
札
〉、
流
山
市
、
一
九
九
八
年
、

三
六
一
～
三
七
〇
頁
。

（
33
）　
「
今
川
仮
名
目
録
」
一
五
条
に
は
「
新
井
溝
近
年
総
論
す
る
事
、
毎
度
に
及
べ

り
。
所
詮
他
人
の
知
行
を
通
す
上
は
、
或
替
地
、
或
は
井
料
（
用
水
路
の
借
地

料
）
勿
論
也
。
然
ば
奉
行
人
を
た
て
、
速
に
井
溝
の
分
限
を
計
ら
ふ
べ
し
」
と
あ

る
（
前
註
（
５
）『
中
世
政
治
社
会
思
想
』
上
、
一
九
六
頁
）。
八
木
郷
の
新
溝
普

請
相
論
は
こ
れ
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
34
）　
「
六
角
氏
式
目
」（
前
註
（
５
）『
中
世
政
治
社
会
思
想
』
上
、
二
八
四
頁
）。

（
35
）　
「
結
城
氏
新
法
度
」（
前
註
（
５
）『
中
世
政
治
社
会
思
想
』
上
、
二
五
三
頁
）。

（
36
）　
「
塵
芥
集
」（
前
註
（
５
）『
中
世
政
治
社
会
思
想
』
上
、
二
二
四
・
二
二
五
頁
）。

こ
の
用
水
規
定
に
つ
い
て
、
細
川
亀
市
氏
は
①
用
水
は
先
例
に
ま
か
せ
て
流
す
べ

き
で
あ
る
が
、
事
実
に
お
い
て
は
川
上
の
者
に
優
先
利
用
権
が
あ
り
、
順
次
川
下

の
者
に
及
ぶ
と
い
う
慣
習
に
な
っ
て
い
た
、
②
し
か
し
、
水
は
万
民
を
育
む
も
の

で
あ
り
個
人
の
恣
意
的
な
濫
用
を
許
さ
な
い
と
い
う
考
え
に
た
っ
て
い
た
と
言
う

（
同
「
戦
国
時
代
に
お
け
る
伊
達
氏
の
法
制
」『
日
本
法
の
制
度
と
精
神
』
青
葉
書

房
、
一
九
四
四
年
、
一
九
六
頁
）。

（
37
）　

宮
島
敬
一
「
戦
国
期
の
『
領
主
』
と
在
地
法
秩
序
」「
戦
国
大
名
浅
井
氏
の
権
力

形
成
と
そ
の
特
質
」（『
戦
国
期
社
会
の
形
成
と
展
開
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
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年
、
八
七
・
八
八
・
二
八
四
三
頁
）。
近
江
国
甲
賀
郡
中
に
お
け
る
裁
判
権
・
法

秩
序
に
お
け
る
裁
定
内
容
は
在
地
慣
行
・
先
例
を
保
障
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
ま

た
、
浅
井
氏
の
裁
定
と
は
、
相
論
当
事
者
の
村
落
・
地
域
社
会
が
決
定
し
た
こ
と

を
追
認
・
調
停
し
た
も
の
で
あ
り
、
浅
井
氏
は
在
地
の
相
論
に
強
権
的
な
裁
定
を

で
き
な
か
っ
た
と
す
る
。
本
稿
の
事
例
と
こ
う
し
た
在
地
法
秩
序
に
は
共
通
性
が

あ
る
。


